
リレーショナルデータモデル
－意味記述－
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ここでの意味について

•リレーションという形だけでは表現できない実世界における
制約 (constraint) のことで，データの一貫性 (integrity, 整合性

とも言う)を保証するためのもの

•以下のような制約がある
キー制約

外部キー制約 (参照整合性制約)

ドメイン制約

その他の制約
検査制約

表明

トリガ

...
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以降で詳細を
説明する

p.25

最後に簡単に
説明する



キー制約

•キー (key) とは
リレーションスキーマが与えられたとき，

いかなるインスタンスにおいても，

タップルを一意に識別できる

属性あるいは属性の集合

• 「スーパキー」「候補キー」「主キー」がある

•スーパキーは超キーと表記されることもある

33.1節



スーパキー (superkey)

リレーションスキーマR(A1, ・・・, An) が与えられたとき，

そのいかなるインスタンスにおいても，

二つ以上のタップルが空値となる場合を除いて同一の属性
値を持つことがないような

属性あるいは属性の集合

空値 (null value):

値がない (決まっていない) ことを表す値

4p.79，1番目の参考書 p.35



候補キー (candidate key)

そのいかなる真部分集合もスーパキーとならない
極小のスーパキーのこと

スーパキーには冗長性を含むことがある
学籍番号と氏名の組をスーパキーとしている場合，
学籍番号だけで学生を一意に識別できる

↓

氏名は冗長であり，学籍番号だけで必要十分である

→ ここでは，学籍番号が候補キーとなる

5p.26



主キー (primary key)

1つのリレーションが複数の候補キーを持つことがありうる

候補キーのうち，

データ管理上最も適切でありかつその属性値が空値になり
得ないものを

一つ選択して主キー とする

空値にならないことで，個々のタップルを常に一意に識別で
きる

6pp.26～27



キー制約 (key constraint)

リレーションスキーマに付随して主キーと候補キーが指定さ
れたとき，
そのいかなるインスタンスも主キーと候補キーの条件を満た
さなければならない

DBMSは，キー制約を満たすリレーションが，以下の状態に
なるようにする必要がある

•候補キーの値が同一のタップルが，空値の場合を除き，存
在しない

•主キーの値が同一のタップルが存在しない

7p.27



外部キー

• 以下のリレーションが存在するとする

学生(学籍番号，氏名，...)

科目(科目番号, 単位数, ...)

学生の履修状況を示すリレーション

履修(学籍番号，科目番号，成績) 

の学籍番号と科目番号はそれぞれ，学生の学籍番号の属性値，科
目の科目番号の属性値として登録されているはず

• このとき，履修の学籍番号は学生の学籍番号，履修の科目番号
は科目の科目番号に関する外部キー (foreign key) であるという

83.2節



外部キー制約 (foreign key constraint)

リレーションR(・・・, Ai, ・・・) の属性Aiがリレーション
S(B1, ・・・) に関する外部キーであるならば，

Rの任意のタップルt に対して，t［Ai］は空値であるか，そうで
ない場合には S にあるタップルu が存在して，t[Ai] = u[B1] で
なければならない (t[Ai] と u[B1]は，それぞれ t の Ai の値と u の B1 の値を表す)

言い換えれば，外部キーの属性値は，空値を除き，参照先
の属性の属性値として存在しなければならない

DBMSは，外部キー制約を満たすリレーションが，上記の状態になる
ようにする必要がある
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ドメイン制約

リレーションR(A1, ・・・, An) 中のタップルの各成分はそれぞれ
A1, ・・・, An のドメインの要素でなければならない

ドメイン

•各属性値が現実に取り得る値

•例えば，整数，文字列などのデータの型であったりデータの
範囲などが指定されていたりする

101番目の参考図書 p.35



その他の制約

•検査制約 (check constraint)

リレーションを定義するときに明示的に指定された条件を満足し
なければならない

更新や挿入される毎に検査される

•表明 (assertion)

2つのリレーションにまたがるような検査制約では表現できないよ
うな複雑な制約を定義できる (条件式を用いて定義)

• トリガ (trigger)

ユーザ定義の意味的制約を記述する仕掛け

あるリレーションの更新をきっかけにして別のリレーションも自動
で更新する

113.3節



リレーショナルデータベーススキーマ

•リレーションスキーマと一貫性制約をスキーマレベルで記述
したもの

• ドメインやリレーションスキーマの定義に加えて，権限付与
(ファイルのアクセス権のようなもの) が指定されたり，ビュー
(後述) が定義されたりする

123.4節


